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市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-① 観光地等クリーンアップ事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-(12)-ｱ

観光リゾート産業の振興

担当部課名 商工観光課
事業実施

（予定）年度
平成24年度～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(1)

事業内容

　 本村には、数多くの史跡や文化財があることから、各種イベントで使用する会場周辺や観光施設、観光ルートの清掃や花木の植栽等の美化・
緑化活動を強化し、島全体を一つの観光地として整備する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度（繰越） 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 48,374 - 32,711 35,000

(b)予算現額 47,769 - 32,711 35,000

(c)増減額(b-a) ▲ 605 - 0 0

(d)繰越額 - 30,758 0 0

A．計(b+d) 47,769 30,758 32,711 35,000

B．執行済額 17,012 22,487 24,426 26,719

うち交付金充当額 13,609 17,990 19,540 21,375

次年度繰越額 30,758 0 0 0

執行率（％）(B/A) 35.6% 73.1% 74.7% 76.3%

予算の状況の説明
・活動目標を達成しており、計画どおり執行でき適正であったと考える。
・当初予定していた臨時職員の人数が確保できなかったため、賃金等の人件費を主に8,281千円の不用額が生じた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

観光ルート等の雑草の除去及び花木の植
栽

目　標 １５ヵ所 実施 実施

実　績 １５ヵ所 実施 実施

植栽後の定期的な肥培管理の実施

目　標 ４ヵ所 実施 実施

実　績 ４ヵ所 実施 実施

達
成
状
況
説
明

・観光ルート等の雑草の除去については現場の状況に応じた草刈り作業を実施するとともに、花木の植栽や植栽後の定期的
な肥培管理についても、散水・草取り作業・追肥等を計画的に実施することができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

美化緑化箇所：１５箇所
（まつり会場：１箇所、フットパスコース：１箇
所、集落内外：５箇所、フラワーロード：４箇
所、観光施設等：４箇所）

目　標 ０ヵ所 １５ヵ所 １５ヵ所 １５ヵ所

実　績 １５ヵ所 １５ヵ所 １５ヵ所

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

・観光ルート等（美化緑化箇所：１５ヵ所）の雑草の除去については現場の状況に応じた草刈り作業を実施するとともに、花木
の植栽や植栽後の定期的な肥培管理についても、散水・草取り作業・追肥等を計画的に実施することができた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・夏場は雑草の成長が早いため、毎日の現場確認を欠かすことなく行い、適
切な除草作業の実施に努める。
・花木の成長促進を図るために、植栽後の散水や追肥、除草等の肥培管理
を適宜実施する。
・夏場の除草作業については、草刈機作業員及び草刈り作業員の熱中症予
防のために水分及び塩分の適宜摂取を心がけるような暑さ対策を講じる必
要がある。
・観光ルート等の美化緑化作業を円滑に推進するためには、１１名の臨時職
員採用は必要である。

・植栽した花木の肥培管理はもとより、植栽した花壇等に雑草が繁茂し、景
観保全に支障をきたさないよう草取り等の雑草対策を適宜実施する。特に夏
場は雑草の生長が早いため、作業員の確保による適期の除草作業が可能と
なることで、本村を訪れる観光客の受入環境整備の強化につながる。

今後の取り組み方針

・美化緑化箇所の継続した管理保全を図るとともに、適切な肥培管理の実施に努める。
・草刈機作業員及び草刈り作業員の臨時職員採用については、効率よく除草作業が実施されていることから、今後も継続した取り組みを行う方針である。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

26,719 26,719 21,375 5,344 0

伊是名村

共済費

1,689千円

賃金

20,331千円

交付対象
事業費

需用費

26,719千円
2,047千円

役務費

177千円

使用料及び賃借
料

765千円

原材料費

1,710千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○支出先の選定について、臨時職員は募集して雇用、需用
費・役務費・使用料・原材料費は環境美化に要する費用であ
り支払いについても適切に実施され、妥当である。
○予算規模については予定していた人数の臨時職員の確保
ができずに8,218千円の不用額が生じた。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であった。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

臨時職員社会保険料

臨時職員賃金

消耗品及び燃料費

通信運搬費

花の種苗代、肥料代等

重機等使用料

臨時職員社会保険料

１１名

臨時職員賃金
１１名

消耗品及び燃料費

通信運搬費

花の種苗代、肥料代等

重機等使用料
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進
捗
状
況
説
明

「第15回いぜな尚円王まつり」平成26年8月16日・17日開催。島外来場者数は8月13日～17日までの船舶旅客集計表（村住民の復路を
含む）を参照に島外からの来場者数が約1,400名余りで、島内来場者数が約600名、合わせて約2,000名余りの来場者数となった。

実　績

目　標

1,800人 2,000人 2,000名

目標値
（　年度）

いぜな尚円王まつりの来場者数

目　標 1,000人 2,000人 2,000名

実　績

達
成
状
況
説
明

・いぜな尚円王まつりＰＲ活動として、新聞広告・ラジオで電話生出演し宣伝を行った。各種催し物として、世代間交流グラウ
ンドゴルフ大会、各字対抗・職域交流ハーリー大会、スカイスポーツ体験、シーカヤック体験などが行われ、村民相互の親睦
と連携を深めることが出来た。また、少年サッカー大会や伊是名島近海沖釣り大会等の交流型イベントを開催することで島外
からの誘客に努めた。
夜の部では、キャラクターショー、県内活躍ミュージシャンのステージ、地域伝統芸能、民謡ショーなどで盛り上がり二日間と
も花火・レーザーショーを行い、村民と観光客が交流する機会となった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目　標 開催支援 開催支援 開催支援

開催支援 開催支援

予算の状況の説明 ・活動目標の達成どおり実施し、予算執行も適正であったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

いぜな尚円王まつりの開催支援

実　績 開催支援

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100%

次年度繰越額 0 0 0

うち交付金充当額 5,871 4,800 4,800

B．執行済額 7,339 6,000 6,000

A．計(b+d) 7,340 6,000 6,000

(d)繰越額 － 0 0

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 1,000 0

(b)予算現額 7,340 6,000 6,000

(a)当初予算額 7,340 7,000 6,000

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

商工観光課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-（1）

事業内容

いぜな尚円王まつりにおいて各字・島外文化交流、マリンレジャー、スポーツ交流、各種体験プログラムを実施し観光客の誘致を図る。

市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-② いぜな尚円王まつり支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（12）-ア

観光リゾート産業の振興

担当部課名



支出先の選定方法は妥当か。 ○いぜな尚円王まつり実行委員会からの補助金申請手続き
により交付決定しており、妥当である。
◯まつり実行委員会予算以外の経費について執行し、予算
規模についても事業内容に見合っており、受益者の負担関
係ともに適正であった。
◯費目・使途目的について、支出調書・書類により確認を行
い適正であった。

◯ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

◯ 受益者との負担関係は妥当であるか。

◯ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

交付対象
事業費

6,000 6,000 4,800 1,200 0

今後の取り組み方針

平成27年度は尚円王生誕600年を迎えるにあたって同実行委員会と連携を図り、式典・シンポジウム、伝統芸能公演、他市町村芸能文化交流等と既存まつりの
内容（少年サッカー大会、ハーリー大会、マリンレジャースポーツなど）も取り入れた運営方法で各種イベントを開催し、今後更に伊是名村を全国に向けて広くPR
する目的で計画する。

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

総事業費

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

「いぜな尚円王まつり」と題して開催したが、昼の部の催し物や、夜の部ス
テージイベントにおいて尚円王をキーワードにした取り組みなどが少ない。ま
た、本村の人口から祭りへの来場者数には限りがあり島外来場者のさらなる
増加を目指し、交流型イベントによる観光誘客に努めなければならない。

まつり運営委員会・専門部会を頻繁に開催し活発な意見交換を行うことで、
より質の高い内容に取り組む。また、各市町村の祭りプログラム内容の調査
や、イベント企画業者等を招いて本村の尚円王に関わる歴史・文化・自然等
にあったプログラムを計画し、村民と観光客による交流型イベントの開催、地
域間交流等のプログラムにより更なる観光誘客につなげる必要がある。

伊是名村

交付対象事業

６，０００千円

補助金

６，０００千円

いぜな尚円王まつり実行委員会

６，０００千円

運営費補助
（出演料、音響・照
明、備品購入費、広
告宣伝費、花火・
レーザーショー等）

伊是名村

交付対象事業

６，０００千円

補助金

６，０００千円

いぜな尚円王まつり実行委員会

６，０００千円

運営費補助
（出演料、音響・照
明、備品購入費、広
告宣伝費、花火・
レーザーショー等）
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伊是名村PR活動の実施
目　標 PR活動

実　績 PR活動

ガイド養成講座

映像制作

魅力映像の制作
目　標 映像制作

実　績

観光ガイド等養成講座の実施
目　標 ガイド養成講座

実　績

通水節公園整備
目　標 公園整備

実　績 公園整備

進
捗
状
況
説
明

実行委員会で取り組んだ村民劇については、西原町との連携により尚円王生誕600年を村内外に発信することができた。その他プレイ
ベントの実施などにより、平成27年度に向けて大きな期待が膨らんでいる。
尚円王ゆかりの史跡「通水節」公園（正式名「尚円王通水節公園」）を整備し、新たな観光名所を誕生させることができた。
村内外で実施される尚円王生誕600年祭関連事業を通して各メディアや媒体、特設WEBサイトなどを活用して情報発信してきた。認知度
については定量化できないものの、確実に認知度向上につながっているものと思われる。

実　績 1,800人 1,261人 1,417人

【参考指標】
いぜな尚円王まつり来場者数（期間中の入
域数）

目　標 1,000人 1,000人 1,000人 1,000人

実　績 認知度向上

尚円王をキーワードにした取り組みを実施
することにより、琉球国王生誕地・伊是名島
の認知度向上を図る。

目　標 認知度向上

達
成
状
況
説
明

尚円王生誕600年祭実行委員会を平成26年5月に設立し、村民劇「史劇・尚円王～松金がゆく」に取組み村内及び西原町で
の公演を実施して生誕600年をPRしてきた。尚円王ゆかりの史跡「通水節」公園を整備し銅像建立（H25繰）も行った。また、ガ
イド養成講座では、村民が主体となった観光ガイドコースを考案した。映像制作については、年間通して行われるイベント・自
然や文化財等を撮影して映像を制作し、観光や教育の分野で活用していく。PR活動についてはイベントの際に開催する物産
展や特設WEBサイトを立ち上げるなど生誕600年祭をPRした。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

目　標 基本構想策定
実施設計・公園整

備
史劇の取組み

実　績 基本構想策定 実施設計 史劇の取組み

予算の状況の説明
平成26年度は公園整備・ガイド養成・実行委員会補助などを予定していたが、実行委員会補助における備品購入の入
札残や、史劇公演にかかる会場使用料の免除、郷友会との共催事業等の実施により尚円王生誕600年祭実行委員会へ
の補助額が計画額を下回ったことで19,217千円の不用額が生じた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

史劇「尚円～松金がゆく～」の取り組み

執行率（％）(B/A) 97.4% 69.4% 80%

次年度繰越額 0 0 0

うち交付金充当額 10,903 31,478 61,083

B．執行済額 13,629 39,348 76,354

A．計(b+d) 14,000 56,685 95,571

(d)繰越額 － 0

(c)増減額(b-a) 0 13,712 0

(b)予算現額 14,000 56,685 95,571

(a)当初予算額 14,000 42,973 95,571

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

企画政策課
事業実施

（予定）年度
平成24～28年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(4)

事業内容

本村は、第一尚氏王統の元祖及び第二尚氏王統の始祖尚円王生誕の地であり、数々の王家ゆかりの史跡・文化遺産が多く残されている。平成
27年度に尚円王生誕600年を迎えるため、尚円王に関する史跡等の整備・復元や関連行事を行う。本村から琉球の歴史を県内外へ発信するこ
とで更なる誘客による観光振興を図る。

市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-④ 「尚円王(金丸)生誕の村」整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-1-(4)-ｱ

沖縄の文化の源流を確認できる
環境づくり

担当部課名



○現場技術業務・映像制作業務については、過去の実績等
を勘案して随意契約とした。観光コーディネータ業務・通水節
公園整備工事は入札を行っており、概ね妥当であった。
○実行委員会への補助については、入札残・対象外経費、
史劇の業務委託を概算契約し確定検査で減が生じたこと等
により補助額が予定額を下回ったことで減額が生じ不用額
が生じた。
○実行委員会で取り組んだ切手制作費（販売用）や史劇の
取組み期間中のケイタリング等を対象外とし村負担金として
受けており、妥当であった。
○費用・使途については、業務・工事完了後の検査の実施、
実行委員会補助金も実績報告による支出等の確認を行い適
正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

78,154 76,354 61,083 15,271 1,800

今後の取り組み方針

ガイド養成における村民の巻き込みについては、観光協会と連携して取り組むことでより多くのガイド候補者の参加が期待できる。また、ブラッシュアップするため
の新たな取り組みや視察等を盛り込みながらガイド候補者の継続参加を促していく。観光商品として、前年度に作成したパンフレット・ホームページなどを活用し、
年間通して観光客を案内できる体制づくりに努める。
実行委員会においては、「生誕祭」が平成27年8月に開催される。例年とは違い、企画・運営を専門業者に依頼することで、これまで対応できなかった観光受け入
れ態勢強化が可能となり、期間中の入域観光客増加・満足度向上につなげていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

実行委員会を中心にした各種PR活動により入域客数も徐々に増加してきて
いる。しかしながら、観光客の更なる満足度向上についてはガイド養成講座
を実施したものの、観光商品としてのPR不足、さらに、今後も定着させていく
ためのコーディネーター育成が課題となっており、引き続き取り組んでいく。
しかしながら、平成27年8月に行われる「生誕祭」については、期間中の民宿
予約が取れない状況にあり、民泊家庭も活用できないか検討が必要となっ
ている。
「生誕祭」に向け、実行委員会中心に村民を巻き込んだ取り組みにより、更
なる誘客に繋げていく。

ガイド養成については、平成26年度は6人の村民が定期的に参加した。H27
年度は民泊家庭を巻き込んで多くのガイドを育成していく。前年度のブラッ
シュアップと新たなコースの考案、体験メニューの考案に取り組みながら、受
入窓口を設置し、伊是名型観光ガイドの育成を目指す。
平成27年8月の「生誕祭」については、3日間通した企画が必要であり、外部
の専門業者へ依頼することにより、これまで対応できなかった受入体制を強
化していく。

伊是名村
76,354千円

事務費

178千円

委託料

19,543千円

工事請負費

29,633千円

補助金

27,000千円

委員報酬、委員費用弁償
16名

株式会社 国建
1,188千円

株式会社 ルーツ
5,935千円

株式会社 シネマ沖縄
12,420千円

通水節公園整備工事
現場技術業務

伊是名島観光「コーディネーター」
育成事業

伊是名島の魅力紹介映像制作業
務

株式会社 仲田開発
29,633千円

通水節公園整備工事

尚円王生誕600年祭
実行委員会
27,000千円

村民劇の公演、PR車両購入、プレ
イベントの開催(2回)、PR活動など

実行委員会補助（交付対象外経費）
1,800千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

両大会ともそれぞれ300人の来場者を目標としていたが、島外からの来場が容易にできるよう船舶の運航日程を変更して対応したことや
宣伝効果等も功を奏し目標を上回る来場者を確保することができた。

実　績 614（3回）

684（3回）

・スーパードリフト大会来場者数

目　標 300（2回）

目標値
（　年度）

・ドラックレース大会来場者数

目　標 300（2回）

実　績

達
成
状
況
説
明

ドラックレース大会及びスーパードリフト大会共に計画どおり開催し、大会関係者の船賃及びレースカーの航送費等について
支援を行った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

・スーパードリフト大会の開催支援

目　標 開催支援

実　績 開催支援

目　標 開催支援

実　績 開催支援

予算の状況の説明

安全にレースができるようレースカーをサポートするエンジニアの船賃の皆増やドリフトレース大会への参加車台数の増
による航送料金の増額等により当初予算額よりも7,727千円増額したが、当初リースを予定していた備品（ｷﾞｬﾗﾘｰスタン
ド）を購入することで経費が削減されたことやエンジニアの参加者が見込みより大幅に下回ったなどの理由により2,640千
円の不用額が生じることとなった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

・ドラックレース大会の開催支援

執行率（％）(B/A) 82.5%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 9,922

B．執行済額 12,404

A．計(b+d) 15,044

(d)繰越額 －

(c)増減額(b-a) 7,727

(b)予算現額 15,044

(a)当初予算額 7,317

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

建設環境課
事業実施

（予定）年度
平成26年度～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容

場外離着陸場を活用した新たなイベント事業として、モータースポーツ大会を誘致し、選手をはじめそのサポーターや観光客の誘致を促進する
ため、モータースポーツ大会開催に伴うレースカーの輸送費など運営費の一部を支援する。

市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑤ 伊是名モータースポーツ支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章－3－(12)－ｱ

観光リゾートの振興

担当部課名



備　品　購　入　費
3,727千円

○備品購入については、見積もりにより選定しており、妥当
であったと考える。
○エンジニアの参加者を最大で予算計上したが見込みを下
回り高額の不用額が生じる結果となった。
○事業目的に即し書類等を確認した結果、必要なものに限
定されており、適正であった。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

支出先の選定方法は妥当か。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

株式会社　積水化成品沖縄
1,773千円

メイクマン名護店
46千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

伊是名村
12,404千円

使用料及び賃借料
355千円

マイクロバス、仮設トイレ
355千円

原　材　料　費
86千円

原　材　料　費
86千円

株式会社　一琉興業
1,908千円

賃　　金
86千円

個人(13人）
86千円

需　用　費
1,390千円

消耗品、燃料費
1,390千円

役　務　費
6,760千円

船賃、航送料、広告料
6,760千円

12,404 12,404 9,922 2,482 0

今後の取り組み方針

受入体制が整い、レースの安全性も確保されていることから、開催回数を増やすことを検討するとともに県内での集客の多いスーパー等でのポスターの掲示やマ
スコミを活用した宣伝などを積極的に行う等、誘客活動を広く展開していく。また、モータースポーツの楽しさ、魅力を体感してもうらうようデモンストレーションも検
討していきたい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・成果目標は達成しているが、島外からの観戦者数が1回目より2回目は減
少していたので、安定した来場者の確保を図る対策を講じていく必要があ
る。また、併せてモータースポーツの楽しさ、魅力を発信する取組も必要であ
る。

・県内で集客の多い大型スーパー等でのポスターの掲示やマスコミを活用し
た宣伝など 誘客活動を広く展開していく。更なる誘客に向け開催回数を増や
せないか大会事務局と検討していく。



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )成果目標
（指標）

及び進捗状況

－
・受入体制の充実・強化
・民泊受入数５，８００名

28年度
目標値

（　年度）

実　績

執行率（％）(B/A) 91.8%

達成状況

・活動目標であるマリン体験に必要な備品を整備しており、計画どおり執行でき適正であったと考える。

29年度

次年度繰越額

8,372B．執行済額

9,115

0

(d)繰越額

達
成
状
況
説
明

充実・強化
８，０１７名

実　績

・民泊受入数において目標を実績数が上回り、成果目標を達成することができた。マリンレジャー体験に必要な備品整備をおこなったこ
とにより、受入体制の充実・強化が図られた。

基準値
（　年度）

進
捗
状
況
説
明

活動目標
（指標）

及び達成状況

・活動目標を達成するために、補助金交付要綱に基づいていぜな島観光協会に対し補助金を交付した。

H26活動目標（指標）

マリンレジャー体験に必要な備品整備費用
補助

補助

(c)増減額(b-a)

(b)予算現額

事業内容

　 修学旅行生等による伊是名島での民泊受入体制を整えるため、いぜな島観光協会へマリン体験に必要な備品整備費用を補助し、より質の高
い受入を目指す。

実施方法

28年度 29年度　26年度 27年度

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

予算の状況の説明

平成26年度

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

商工観光課 沖縄振興基本方針
該当箇所

9,115

9,115

補助

26年度 27年度

26年度

目　標

実　績

充実・強化
５，８００名

0

6,697

目　標

担当部課名

目　標

 　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

A．計(b+d)

30年度

観光リゾート産業の振興

予
算
の
状
況

Ⅲ-1-(1)

(a)当初予算額

事業実施
（予定）年度

目　標

H26成果目標（指標）

うち交付金充当額

市町村名 伊是名村

事業番号
・事業名

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

第3章-3-(12)-ｱ
1-⑥ 伊是名島民泊受入体制構築事業

28年度

27年度

実　績



8,372千円

伊是名村

補助金

交付対象
事業費

8,372千円

一般社団法人　いぜな島観光協会

8,372千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○支出先の選定については、補助金交付要綱に基づき適切
に実施されている。
○不用額743千円であり概ね適正な規模となっている。
○受益者である観光協会は補助額の1割を負担しており、事
業内容から負担割合を判断すると妥当である。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

交付対象
外経費

交付金
充当額

今後の取り組み方針

・修学旅行生のマリン体験受入を年平均４校から１０校に増加させる取り組みを強化するとともに、満足度向上に取り組んでいく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

マリンレジャー体験に必要な備品整備費用をいぜな島観光協会に補助する
ことにより、適切な備品整備が可能となり、受入体制の構築が図られること
で、マリンレジャー体験希望校の増加が見込まれる。マリン体験を実施する
ことによる満足度向上が期待できる。

備品の整備により、マリン体験プログラムの充実と受入体制の強化が図られ
るとともに、マリン体験受入校の増加に向けた取り組みを強化する。マリン体
験プログラムの実施により滞在日数も長くなり、結果、民泊受入延べ人数増
加につながる。

交付対象
事業費

市町村
負担金

総事業費

8,372 6,697 1,675 9309,302

マリン体験プログラム用備品整備補助

金

マリン体験プログラム用備品整備補助

金

協会負担分（交付対象外経費）

930千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

・「いいな運天港いちゃり場まつり」を実施することにより、成果目標を達成することができた。

実　績

実施 －

目　標

目標値
（　年度）

「いいな運天港いちゃり場まつり」の実施

目　標 － 実施 －

実　績

達
成
状
況
説
明

・活動目標を達成するために、「いいな運天港いちゃり場まつり」の支援を行った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目　標 －

実　績 －

目　標 実施

実　績 実施

予算の状況の説明 ・当初予算を300千円増額し、まつり内容の充実を図った。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

「いいな運天港いちゃり場まつり」の支援

執行率（％）(B/A) 99.4%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 874

B．執行済額 1,093

A．計(b+d) 1,100

(d)繰越額

(c)増減額(b-a) 300

(b)予算現額 1,100

(a)当初予算額 800

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

商工観光課
事業実施

（予定）年度
平成26年度～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(1)

事業内容

　 伊是名村・伊平屋村・今帰仁村の三村交流事業である「いいな運天港いちゃり場まつり」を支援する。

市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑦ いいな運天港いちゃり場まつり支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-(12)-ｱ

観光リゾート産業の振興

担当部課名



○支出先は三村交流事業実行委員会（事務局・今帰仁村）
への負担金であり、適切である。
○予算規模についても事業内容に見合った規模を負担金と
して支出しており、適正であった。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

交付対象
事業費

1,093千円

1,093千円

1,100 1,093 874 219 7

伊是名村

負担金補助 三村交流事業実行委員会

1,093千円

今後の取り組み方針

伊平屋・伊是名・今帰仁三村の広域連携事業として特産品やイベント内容の更なる充実を図るとともに、三村の魅力を最大限に発信する取り組みを強化する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・離島及び沖縄本島の三村広域連携事業であるため、定期的な会議の開催
等により、意見交換と情報の共有を図る必要がある。

・運天港という立地を生かし会場イベントの計画も検討していきたい。
・広告宣伝を充実させることにより、まつりのＰＲを図るとともに来場者数の更
なる増加に繋げたい。

いいな運天港いちゃり場まつり負担金いいな運天港いちゃり場まつり負担金

交付対象外経費

７千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

団体助成については、年間を通して景観形成に取り組んでいる団体（集落）へ助成金を交付した。各団体とも地域住民が主体となって景
観形成に取り組むことにより景観保全につながった。赤瓦助成については、周知不足で未実施となった為、助成金活用の更なる周知を
図っていく。

実　績
団体助成

2団体

0%

・石垣助成→2団体（2集落）

目　標
団体助成

2団体

目標値
（　年度）

・赤瓦助成→整備進捗率8%

目　標 進捗率8%

実　績

達
成
状
況
説
明

景観条例制定に伴う景観形成活動への助成をし、景観行政の推進を図ることを目的に助成制度を創設した。景観形成活動
については、住民が主体となって取り組んでいる地域を対象に、本年度2団体に対して団体助成した。赤瓦助成については、
周知不足により申請者がいなかった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目　標

実　績

目　標 助成

実　績 助成

予算の状況の説明
当初、赤瓦助成1件・団体助成2件を予定していたが、赤瓦助成について未執行となったことで不用額が生じた。団体助
成については、予定通り執行することができた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

・景観形成取り組みへの助成

執行率（％）(B/A) 9.1%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 320

B．執行済額 400

A．計(b+d) 4,400

(d)繰越額 －

(c)増減額(b-a) 0

(b)予算現額 4,400

(a)当初予算額 4,400

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 　27年度 　28年度 　29年度 30年度

予
算
の
状
況

企画政策課
事業実施

（予定）年度
平成26～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-10-(1)

事業内容

本村の魅力ある自然や文化・景観等を保全・活用による人と自然が共生するむらづくりを目指し、地域一体となった魅力的な景観形成を推進す
るため、行政担当者のスキルアップを図り、また、個人が実施する外観形成に有効な赤瓦屋根の新設または葺き替え、サンゴ石垣による屋敷囲
い等に要する経費を助成する。

市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑧ 沖縄らしい風景づくり推進事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-1-(6)-ｱ

沖縄らしい風景づくり

担当部課名



○景観形成団体への助成については、交付要綱に基づいて
交付決定しており、妥当であった。
○赤瓦助成については、周知不足で未執行となり不用額
4,000千円が生じた。
○伊是名村景観形成助成金交付要綱に基づき集落の活動
費用の一部を定額助成しており、集落の負担軽減が目的で
あるため助成額は妥当である。
○費目・使途については、実績報告に基づき書類等検査し、
経費については対象費用に限定されている。

× 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

400 400 320 80 0

今後の取り組み方針

団体助成については、制度の拡充により村全域での活動を展開していく。活動については、定期的・効率的な活動を実施することで最大の効果が発揮できるよう
取り組みを強化していく。赤瓦助成については、重点地区限定の制度であるため、景観条例施行による景観行政推進のための助成制度として、効果的に活用で
きるよう取り組んでいく。団体助成は、各集落代表者である区長に制度説明し、年間通して景観形成に取り組むよう周知する。また、赤瓦助成は、景観重点地区
内の世帯対象にパンフレットを作成して配布することで制度の活用を促していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

平成26年度は、年間通して景観形成に取り組んでいる景観団体を対象に助
成金を交付した。集落内に景観作物を栽培したり、定期的に清掃を行うなど
景観保全に一定の効果があった。平成27年度は制度を拡充し、景観形成に
ついては全村民が主体となって取り組んでいけるよう、全集落を対象に実施
し、景観形成・保全に努めていく。
赤瓦助成については、重点地区限定の助成制度であるが、採択時期が年度
後半になったことなどの理由から申請者がなかった。制度について周知徹底
し、効果的な活用で伊是名らしい景観形成につなげ、観光地としての魅力向
上を図っていく。

団体助成については、更なる効果をねらい村内の全集落を対象にして実施し
ていく。集落内の景観維持・景観形成のための景観作物の栽培を通して景観
に対する意識の向上に繋げていく。
赤瓦助成については、重点地区住民に対して助成制度についてのパンフレッ
ト配布などをおこなって、制度の積極的な活用を促していく。

伊是名村
400千円

補助金

400千円

伊是名集落 200千円
勢理客集落 200千円

景観形成団体 2団体
400千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

・観光振興を図ることを目的に、お土産袋5,000部及び観光カレンダーを1,000部制作し、本村の玄関口である仲田港や主要な公共施設
等の窓口に設置し、観光客等へ配布することにより配布率100%を達成した。

実　績

100%

目　標

目標値
（　年度）

・お土産袋制作・配布（配布率100%）
・観光カレンダー制作・配布（配布率100%）

目　標 － 100%

実　績

達
成
状
況
説
明

観光振興を図ることを目的に、お土産袋及び観光カレンダーを制作した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目　標 －

実　績 －

目　標 制作

実　績 制作

予算の状況の説明 当初予算を256千円減額。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

・お土産袋制作
・観光カレンダー制作

執行率（％）(B/A) 100.0%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 1,235

B．執行済額 1,544

A．計(b+d) 1,544

(d)繰越額

(c)増減額(b-a) ▲ 256

(b)予算現額 1,544

(a)当初予算額 1,800

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

商工観光課
事業実施

（予定）年度
平成26年度～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(1)

事業内容

観光振興を図ることを目的に、お土産袋、観光カレンダー等を制作し観光情報発信の推進を図り、受入体制を強化する。

市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑨ 観光情報発信事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-(12)-ｱ

観光リゾート産業の振興

担当部課名



○支出先の選定については、過去の実績等を勘案して選定
しており、妥当であった。
○執行率100％であり、予算規模については事業内容に見
合った適正な規模となっている。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

交付対象
事業費

1,544千円

1,544千円

1,544 1,544 1,235 309 0

伊是名村

委託料 丸正印刷株式会社

1,544千円

今後の取り組み方針

平成２７年度以降もお土産袋及び観光カレンダーの制作を実施し、やんばるの産業まつり、離島フェア等島外のイベントでも配布し、観光情報発信の充実強化を
図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

観光振興を図るために、お土産袋と観光カレンダーの制作を行った。来島し
てきた観光客に配布してきたが、更なる周知のためにも島外でも配布する必
要がある。

・島外におけるイベント等で配布することにより、観光情報のさらなる発信に
繋がり、観光の振興に寄与する。

お土産袋、観光カレンダー制作委託料お土産袋、観光カレンダー制作委託料



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-① 伊是名村自動車航送コスト負担軽減事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（１１）－ア

交通・生活コストの低減

担当部課名 商工観光課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－９

事業内容

　離島の定住条件の向上を図るため、沖縄本島の今帰仁村運天港を結ぶフェリーの自動車航送運賃を軽減する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 7,209 9,830 11,757

(b)予算現額 7,209 11,130 11,923

(c)増減額(b-a) 0 1,300 166

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 7,209 11,130 11,923

B．執行済額 6,934 11,006 11,923

うち交付金充当額 5,547 8,804 9,538

次年度繰越額

執行率（％）(B/A) 96.2% 98.9% 100%

予算の状況の説明
年間利用台数を考慮して負担軽減しているが、年度末の異動等による利用台数が予定より多くなった為166千円増額
した。しかしながら、活動目標の達成状況どおり実施し予算執行も適正であったと考えてる。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

伊是名発自動車航送往復運賃の負担軽減

目　標 3,500台 4,000台 負担軽減

実　績 4,894台 5,395台 負担軽減

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・村内住民の沖縄本島との唯一の交通手段である船舶において、車両航送運賃の助成を行ったことで、定期的に本島との
往来が出来るようになり、教育・医療・福祉の充実促進・定住条件の向上・村民の負担軽減に寄与した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（33年度）

自動車航送コストの負担軽減

目　標 3,500台 4,000台 5,000台 ６０００台

実　績 4,894台 5,395台 5,705台

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

・目標台数は５，０００台としたが、コスト事業の周知・広報、利用促進を図ることで5,705台と目標を上回ることができた。
・村内住民の沖縄本島との唯一の交通手段である船舶の車両航送運賃の助成を行い、村民の負担軽減に寄与した。今後も本事業を
活用し、年間利用台数６，０００台以上を平成３３年までに達成できるよう推進し、本村のさらなる定住条件の向上を図る。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

土日・祝祭日等の大型連休になると、船舶の利用者が増え、乗客・自動車
航送券発券所が混雑し船の定時運航に何度か支障をきたした。また、平成
２４年度から事業を行っており、利用申請に必要な離島住民割引コストカー
ドの有効期限切れ（３年）にて窓口業務が混雑した。

負担軽減申請書を乗船チケット購入時に提出しなければならないが、発券所
前にて申請書に記入する住民が多数おり、時間のロスに繋がることから事前
に申請書を記載の上、チケットを購入するよう指導と同時に、発券所の混雑
解消を目的としたQRコードシステム導入について検討する。またコストカード
の更新を防災放送無線、村広報等で行い周知・広報を努める。

今後の取り組み方針

離島住民割引コストカードのQRコードシステムを導入すると、負担軽減申請書を省略が可能となり、発券所前の混雑の解消に繋がることから次年度から導入で
きるよう取り組みたい。また、引き続き村民の負担軽減を図りつつ、島外から本村へ入村する観光客の負担軽減も検討していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

49,965 11,923 9,538 2,385 38,042

伊是名村 伊是名村

操出 ２，０９０円

49,965千円-38,042千円＝
総事業費（車両航送費）

49,965千円
請求 11,923千円

【一般会計】 【船舶運航事業特別会計】 【住民キップ購入】
１台あたり助成額

交付対象事業費

支出先の選定方法は妥当か。 ○船舶運航事業特別会計にて、自動車航送券の発券及び
集計を取り扱っていることから支払先は妥当と考えられる。
○住民が航送券を購入した実績で事業を行っていることから
適正な予算規模と考えられる。
○助成率は３割足らずで、７割強を受益者が負担しているこ
とから、負担関係は妥当であると考える。
○費目・使途については確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

11,923,450 円
５，７０５台

伊是名村船舶運航事業
特別会計へ操出

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

差額（助成）分を一般会計へ請求

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

受益者負担分（交付対象外経費）
38,042千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 伊是名村

平成26年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-② 妊婦健診渡航費助成事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-(11)-ｲ

生活環境基盤の整備及び教育・医療・
福祉における住民ｻｰﾋﾞｽの向上

担当部課名 住民福祉課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-9

事業内容

 　村内には、専門医がなく本島の医療機関の利用を余儀なくされている。加えて、1泊2日の日数と経済的負担も大きい。そのような妊婦の保健
指導の充実と安心で安全な出産を支援することを目指し、通院に要する渡航費・交通費及び滞在費を助成する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 469 1,797 1,433

(b)予算現額 469 1,097 1,433

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 700 0

(d)前年度繰越額 － 0 0

A．計(b+d) 469 1,097 1,433

B．執行済額 369 840 840

うち交付金充当額 295 672 672

次年度繰越額 0 0 0

執行率（％）(B/A) 78.7% 76.6% 58.6%

予算の状況の説明
妊婦健診に要する渡航費・交通費及び宿泊費の助成額について、対象人数と健診回数をもとに算出した。しかしなが
ら、593千円の不用額が生じることとなったが、これは健診受診目標値に対して実績が伸びなかったことが要因である。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H25活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

妊婦健診に要する渡航費・交通費及び宿
泊費の助成

目　標 助成の実施 助成の実施 助成の実施

実　績 52件 115件 実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

専門医がないため本島の医療機関を利用しており、日帰りとなると移動にかかる妊婦への肉体的・精神的負担が懸念され
る。助成を実施することで、宿泊利用者が増え精神的・経済的負担の軽減に繋がっている。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H２６成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

妊婦健診に要する渡航費・交通費及び宿
泊費の助成：渡航費・交通費

目　標 134 134 134 168件 165

実　績 52 115 98件

妊婦健診に要する渡航費・交通費及び宿
泊費の助成：滞在費

目　標 2人

実　績 2人

進
捗
状
況
説
明

目標値168件に対して98件の利用状況であるのは、妊婦一人当たりの健診必要回数を14回と見込んで目標設定したものの、妊婦一人
当たり平均10～11回程度の健診に留まったためである。目標値は下回ったものの、本島の専門医に気軽に受診できる体制を整え、妊婦
の安心、安全な出産を支援できたことで、定住促進が図られており、目標は達成したと考える。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

健診時に夫が付き添い出来ないことが多いため、利便性を考えて妊婦が車
を運転していくことがある。その際、島から本島へ自動車を運ぶための航走
運賃について助成できないか要望がある。また、知人や親族がいない臨月
の妊婦は、滞在費用を助成しているが、夫の付添に係る費用についても助
成できないか要望がある。

○妊婦のニーズに応えるために車航走運賃の助成をし、妊婦の利便性の向
上を目的とした支援について検討していく。また、夫の付添についても検討す
る。
○知人宅や親族の家に宿泊する場合についても定額の助成をし更なる経済
負担を図りたい。

今後の取り組み方針

近年共働きを余儀なくされている若年層の世帯の経済的負担の軽減→①夫が付き添う場合の助成をする。②自動車航走運賃の助成③知人宅や親族の家に宿
泊する場合についても宿泊費の定額助成できるよう取り組んでいく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

840 840 672 168 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○母子健康手帳が交付され、村内に住所を有している妊婦
に対して補助しており、妥当である。
○健診回数が当初見込みを下回った為、593千円の不用額
が生じた。
○助成については、船賃・交通費・宿泊費のみであり、それ
以外は対象者が負担しており、妥当である。
○医療機関の受診証明書及び船賃の領収書・宿泊先の領
収書の添付書類を確認し適正に支出している。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

伊是名村

８４０千円

補助金
8４０千円

船賃、車賃、宿泊費



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-③ 人工透析医療受給者助成事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章－３－（１１）－イ

生活環境基盤の整備及び教育・医療・
福祉における住民サービスの向上

担当部課名 住民福祉課
事業実施

（予定）年度
平成24年～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－９

事業内容

　人工透析医療を受ける患者の通院の環境整備を図るため、通院に係る交通費及び宿泊費を助成する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 671 3,157 2,719

(b)予算現額 671 1,857 1,619

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 1,300 ▲ 1,100

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 671 1,857 1,619

B．執行済額 377 1,548 1,442

うち交付金充当額 301 1,237 1,153

次年度繰越額

執行率（％）(B/A) 56.2% 83.4% 89%

予算の状況の説明 当初事業計画の内容に沿って実施した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

人工透析医療に係る交通費及び宿泊費の
助成

目　標 助成の実施 助成の実施 助成の実施

実　績 2人 3人 実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

事業実施によって受診者の経済的不安が解消され、治療に専念することができた。
平成２６年度人工透析医療受給者：伊是名村において、人工透析治療を行っている者は5名。村内より治療しているもの3名
（日帰り治療2名、一泊治療1名）、高齢者住宅等本島での治療継続者2名であったが、うち1名が平成27年1月より腎臓機能以
外に認知機能の低下も患ったことで、村内から治療に通うことが困難になり、本島の有料老人ホームへ入所し治療を継続し
ている。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

人工透析件数に係る交通費・宿泊費の助
成件数

目　標 3 3 4

実　績 2 3 3

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

人工透析受給者に本事業の説明を行い助成を実施したことにより、3名の受給者が本事業を活用し船賃・交通費・宿泊費の経済的不安
の解消が図られている。H26年度当初、対象者を4名見込んでいたが、1名については人工透析治療へと至らなかったことで3名の実績に
とどまった。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

相談窓口を明確にし、定期的な保健指導等の機会を設けていく。現在治療中の対象者は高齢が多く、徐々に状態悪化し、日常生活の支援も
必要となり、その他福祉・医療サービスへとつなぐことが必要なケースもあっ
た。
中年層の透析者も増加傾向にあり、早期治療や予防についても啓発していく
必要がある。

今後の取り組み方針

さらなる事業促進により、人工透析治療患者の負担を軽減することで、治療に専念することができ、また移動により心身的疲労も軽減することができる。今後も公
平安心な補助を行うために、人工透析医療が必要になった場合の確実な情報提供、補所対象審査をスムーズに行えるよう、手続き方法についてわかりやすく広
報をし、定期的な保健指導等も行っていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

1,442 1,442 1,153 289 0

支出先の選定方法は妥当か。 ○補助対象者は、申請書により確認し適正に処理されてい
る。
○今年度予測された対象者の減少等により予算よりも少な
い実績となったが概ね適正であった。
○助成については、船賃・交通費・宿泊費のみであり、それ
以外は対象者が負担しており、妥当である。
○費目・使途については事業目的から必要なものなのか等
について額の確定時において支出等に関する書類により確
認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

①　船賃②車賃③宿泊費に係る
経費の補助

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

伊是名村

１，４４２千円 補助金

１，４４２千円

人工透析医療受給

者

１，４４２千円

伊是名村

１，４４２千円 補助金

１，４４２千円

人工透析医療受給

者

(3名）

１，４４２千円
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市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-⑤ 伊是名村救急体制強化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－２－（３）－ウ

県民ニーズに即した保健医療
サービスの推進

担当部課名 総務課
事業実施

（予定）年度
平成26年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－９

事業内容

　救急時の救命救急措置として診療所への救急搬送及び本島へのヘリ搬送を迅速に行うため、救急搬送車両1台を整備する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 27年度 28年度 28年度 29年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 10,000

(b)予算現額 10,000

(c)増減額(b-a) 0

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 10,000

B．執行済額 9,500

うち交付金充当額 7,600

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 95.0%

予算の状況の説明
入札を検討していたが、車両に搭載する医療器具など1業者ですべてを請け負える業者が1社しかなく随意契約に至った
が予算内に収まっており適切な執行と考える。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

救急搬送車両の整備

目　標 整備 - －

実　績 整備 - －

目　標 - - －

実　績 - - －

達
成
状
況
説
明

救急搬送車整備については、現在所有する救急車の構造、装備、機能を考慮しつつ、県立北部病院診療所の医師や消防団
員に聞き取りをし、改善する点や従来よりも機能の向上する点、必要としない点など洗い出し必要最小限で効率のよい急患
搬送が可能な車両を整備できるよう調整をおこなった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（25年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（　年度）

救急体制の充実・強化
（救急搬送車両の整備：1台）

目　標 - 1台 － － －

実　績
車両整備

の充実（1台）
－ －

【参考指標】
伊是名村第6期介護人口推計ワークシート
抜粋

65歳以上人口推移

目　標 452 445 453 467 －

実　績 445 － －

進
捗
状
況
説
明

救急体制の充実・強化については、県立北部病院診療所の医師との調整において、本村において滅多に起きることがない交通事故も想
定し、バックボードやヘッドイモビライザー及びスティフネック（首を固定する）装備品の充実、吸引器など装備できたことにより医師が同
乗中の応急処置が可能となったことにより、今後住民をはじめ観光客やスポーツイベント（いぜな88トライアスロン大会）での急患搬送車
の充実・強化を図れたことにより安全・安心を確保できた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

救急搬送車の整備を実施するにあたり、本村の現状と課題について北部病
院医師及び救急搬送を担う消防団員へヒアリングを行った。また、今後起こ
りうる問題点について検討した。
その結果、本村の高齢者の人口の高さや各集落の家屋の状況把握の必要
性、また、万が一の交通事故やイベント等での対応が課題となった。

本村の高齢率の高さや、各集落の現状（昔ながらの家屋）や敷地の状況、車
両の乗り入れが困難な場合での家屋から車両への患者の乗り入れがスムー
ズに行えるよう救急搬送車の装備品の選定・充実させ、万が一を想定した際
に応急措置などを行える車両を配備できた。

今後の取り組み方針

●救急搬送車両の充実・強化が行えたことにより、本村の村民や消防団員と診療所の医師との繋がりの強化連携（急患が発生した際の連絡体型や迅速な搬送
及び応急措置など）を今後より一層充実させなければならない。

【連絡体型】　　村民　　　　　　　　　　　　　→　　役場・出動要請　　　　　　　　→　　消防団員・出動　　　→　　診療所　　　　　　　　　　→　　ヘリ搬送
　　　　　　　　　（患者及び第一発見者）　　　　 （現場・患者の状態等確認）　　　　（現場・急患搬送）　　　　　（医師の応急処置等）　　 　　（医師の判断により）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （診療所医師へ連絡）

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

1,900 0

伊是名村
9,500千円

備品購入費
9,500千円

沖縄トヨタ自動車株式会社
9,500千円

緊急搬送車両
（急患搬送車）

1台購入

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

9,500 9,500 7,600

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○備品購入委託事業者は一般競争入札で選定する予定で
あったが車両及び医療器具を同時に取り扱える業者が一社
しかなく随意契約となったが妥当だと考えている。
○事業費の５％以内の不用額であり適正な規模であると考
える。
○費目、使途については精算段階で精査しており、目的に即
していると判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－



( ） （ ）

( ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-② 人材育成事業（日高小との交流事業） 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章－5－(3)－ｲ

豊かな心とたくましい体を育む教
育の推進

担当部課名 教育振興課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－3－(1)

事業内容

　生まれ育った島の良さを再発見させ島への思いを醸成するため、日頃体験することのない厳しい環境のもとでの日高小学校との交流やスキー
体験などを実施する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 1,960 1,499 2,000

(b)予算現額 1,960 1,499 2,000

(c)増減額(b-a) 0 0 0

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 1,960 1,499 2,000

B．執行済額 1,903 1,499 1,978

うち交付金充当額 1,522 1,199 1,582

次年度繰越額 0 0 0

執行率（％）(B/A) 97.1% 100.0% 98.9%

予算の状況の説明
予定通り予算執行されており、事業内容もすべて計画通り実施された。また、不用額22千円については、見積合わせの
結果生じた残額である。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

日高小学校との交流会参加

目　標 参加

実　績 参加

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

日高小学校との交流会に参加し、事前に北海道と沖縄との違いなどについて学習した。その後、直に体感する北海道の自
然、文化に触れることで、より広い視野を養うことができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

日高小学校との交流会参加児童

目　標 29 22
児童：19

人
引率：6人

実　績 29 22
児童：16人
引率：5人

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

・日高町及び北海道の気候や文化・自然について事前学習を実施した。
・事前に手紙での自己紹介の実施。
・村の歴史や自然・文化等について事前に調べ、そのことを交流会等で発表した。
・都合により参加できない児童がいたため、目標人数に達しなかった。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

交流内容の充実化を図るために、互いの歴史や文化等そこに住む人々の暮
らしぶりについて児童同士が事前に交流することが必要と考える。また、予
定していたアンケート調査については実施しなかったものの、成果報告書に
児童一人一人の感想文を掲載することで代替調査とした。

・インターネット等を活用して児童同士が事前に交流を図る。
・平成26年度予定していたアンケート調査については、成果報告書に児童一
人一人の感想文を掲載することで代替調査としたが、報告書の内容を整理
し、よりよい交流となるよう検討し、今後の活動に活かしていきたい。

今後の取り組み方針

・伊是名小学校からの一方通行だった交流体験事業が日高小学校が伊是名島を訪れるようになり、相互交流へと発展していった。そのことを踏まえて、今後も事
業を継続し、島の将来を担う人材育成に寄与する。
・事業は、日高小学校6年生と伊是名小学校6年生を対象に、互いの地域を訪れる相互交流事業として実施する。日高小学校は11月頃、伊是名小学校は2月頃日
高小学校を訪れ、ウインタースポーツ体験や学校訪問を行い、その中で伝統芸能等を相互に紹介し、それぞれの地域の自然や文化につて学ぶ。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

1,978 1,978 1,582 396 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託事業者（見積依頼3者１者辞退）は2者から見積書をと
り低価格の業者を選定したので妥当である。
○費目・使途については事業目的に即し、真に必要なものな
のか等、契約一件書類等において確認した。
○児童と引率者の宿泊費及び交通費のみ支給しており、適
正であると考える。
○予め受益者負担として対象外経費項目を設けているの
で、受益者との負担関係については妥当である。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

〇 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

伊是名村

1，978千円

委託料

1，978千円

民間事業者

1，978千円

平成26年度（第21次）伊是名村少年

の翼派遣事業に係る業務

児 童 数：16人

引率者数：5人

伊是名村

1，978千円

委託料

1，978千円

民間事業者

1，978千円

平成26年度（第21次）伊是名村少年

の翼派遣事業に係る業務

児 童 数：16人

引率者数：5人

伊是名村

1，978千円

委託料

1，978千円

民間事業者

1，978千円

平成26年度（第21次）伊是名村少年

の翼派遣事業に係る業務

児 童 数：16人

引率者数：5人

伊是名村

1，978千円

委託料

1，978千円

(株)ジャンボツ

アーズ

1，978千円

平成26年度（第21次）伊是名村少年

の翼派遣事業に係る業務

児 童 数：16人

引率者数：5人



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-③ 児童生徒島外諸教育活動支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-5-(2)-ｱ

教育機会の拡充

担当部課名 教育振興課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-3-(1)

事業内容  　離島である本村の児童生徒の島外での諸教育活動への派遣費を支援し、本村から島外への移動をスムーズに行えるよう実施する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 1,236 3,134 4,230

(b)予算現額 1,236 2,834 4,230

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 300 0

(d)繰越額 － 0 0

A．計(b+d) 1,236 2,834 4,230

B．執行済額 1,155 1,917 2,339

うち交付金充当額 923 1,533 1,871

次年度繰越額 0 0 0

執行率（％）(B/A) 93.4% 67.6% 55.3%

予算の状況の説明
・当初計画で参加を予定していた大会へ諸事情により、不参加及びフェリー欠航等により不参加になったことで、当初見
込んでいた派遣回数より大幅に減少したため不要額が生じた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

島外教育活動への派遣

目　標
交通費宿泊費

の補助
65人 派遣

実　績
交通費宿泊費

の補助
65人

（延べ233人）
派遣

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・児童生徒及び指導者等の島外での教育活動参加のため、離島に限って発生する経費（船賃、宿泊費）を補助することで負担軽減が図
られた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

島外教育活動への派遣児童生徒数

目　標 233人 65人 86人

実　績 278人
65人

（延べ233人）
86人

（延べ473人）

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

・参加大会数は減少したが、補助により派遣児童生徒数が大幅に増え、意識の向上やスポーツの技術向上が図られた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・保護者の負担軽減が図られているが、以前、宿泊費の負担が大きいことか
ら全額補助の要望があり検討を要す。
・児童生徒を引率するには、試合状況などにより、監督・コーチだけでは限界
があったが、移動車両（マイクロバス等）の運転手等も対象に含めたことによ
り、試合や児童生徒の指導に専念できたことから多くの児童生徒が参加でき
た。
・窓口となる学校及び団体の職員の移動等により申請事務に時間が掛かる
ことが多いことから事務の共通理解を図る必要がある。

・宿泊費の補助増額については県から示された派遣補助の考え方及び他市
町村の派遣事業を参考にしながら村の補助金要綱の改正を検討。
・交付申請事務がスムーズにできるよう勉強会の開催を検討。

今後の取り組み方針

・宿泊費の補助増額については、補助額の増大が見込まれることから安易に改正することなく内容を精査し、引き続き学校・団体等と次年度に向けて協議して行
く。
・交付申請事務のマニュアル等を作成する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

2,339 2,339 1,871 468 0

伊是名村

交付対象事業費
2,339千円

補助金
2,339千円

学校・団体
（児童生徒・指導者）

2,339千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○学校及び団体をとおして児童・生徒に間接的に補助する
形態であり、支出先は妥当であると考える。
○離島ならではの船賃や宿泊費（上限あり）の経済的負担に
対し助成するものであり、受益者との負担関係は妥当である
と考える。
○予算規模については、計画どおり実施できなかったため、
参加大会を検討する必要がある。
○使途については事業目的達成の観点から支出等に関す
る書類により確認、適正であった。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

島外教育活動に係る船賃及び宿泊費



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-④ 学習支援員配置事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-5-(3)-ｱ

確かな学力を身につける教育の
推進

担当部課名 教育振興課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-3-(1)

事業内容  　学校の教育活動支援及び学習に遅れのある児童生徒の学習支援を行う。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 256 1,693 1,760

(b)予算現額 256 1,693 1,760

(c)増減額(b-a) 0 0 0

(d)繰越額 － 0 0

A．計(b+d) 256 1,693 1,760

B．執行済額 71 1,397 1,710

うち交付金充当額 56 1,117 1,368

次年度繰越額 0 0 0

執行率（％）(B/A) 27.7% 82.5% 97.2%

予算の状況の説明 ・当初計画していた事業内容のとおり実施し、活動目標及び成果目標が達成したことで適正な予算執行ができた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

学習支援員の配置

目　標 1人 1人 配置

実　績 1人 1人 配置

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・学習支援員を１人雇用し、小学校における教育活動の支援及び学習に遅れのある児童の支援を行い、学習環境の改善が図られた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

学習支援員の配置数

目　標 1人 1人 1人

実　績 1人 1人 1人

【参考指標】

支援児童生徒の数
目　標 2人 82人 82人

実　績 2人 85人 84人

進
捗
状
況
説
明

・学習支援員を１人雇用し、小学校における教育活動の支援及び学習に遅れのある児童の支援を行った。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・小学校のおける支援員の配置により、きめ細かな学習支援活動を行ったた
め一定の効果が見られた。
・児童の中学校への進学に伴い継続して支援を行いたいが、中学校では支
援員が配置されてないため、支援員の確保が必要不可欠である。しかし、地
域の人材不足により毎年支援員を確保するのが難しい状況にある。

・支援員を確保する事が難しい状況であり、大学等と連携しながら人材確保
に努める必要がある。
・島外からも広く人材を確保するため、支援員の待遇の改善を図り、安心して
勤務できる環境を作る。

今後の取り組み方針

・支援員の確保の向けて、大学等に早期から募集案内を送付するとともに、村のホームページ等の活用を行う。
・学習内容が十分理解できない児童及び行動に問題のある児童等への支援で、学級の落ち着きが見られ学習環境が改善しつつある。引き続き支援員を配置し、
さらなる環境改善に努める。
・小中連携して取り組むことで共通理解を図り、児童への継続支援を行うことを目的に新たに中学校へ配置を行う。
・本村は離島であり、民営のアパートや民家の空き家も少ない状況のうえ、賃金形態から見ると（比較すると？）家賃も割高である。そのため、島外からの支援員
が安心して勤務できるよう家賃の一部負担や賃金の改善を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

1,710 1,710 1,368 342 0

伊是名村

交付対象事業費
1,710千円

共済費
309千円

学習支援員
309千円

賃金
1,401円

学習支援員
1,401千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○支援員については、面接による選考を行っており、妥当で
ある。
○予算規模については採用人員に係る賃金と社会保険料で
あり、ほぼ見込みどおり執行できた。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要な
賃金及び社会保険料のみの支出であり、書類等により確
認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

学習支援員社会保険料

1名

学習支援員賃金
１名



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-⑤ 幼稚園預かり保育支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-2-(2)-ｲ

地域における子育て支援の充実

担当部課名 教育振興課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-3-(1)

事業内容
 　離島である本村では、学童保育所がないため保護者が安心して仕事ができる環境整備として教育課程に係る教育時間終了後に幼稚園預か
り保育の強化として嘱託保育士を配置する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 238 849 901

(b)予算現額 238 849 901

(c)増減額(b-a) 0 0 0

(d)繰越額 － 0 0

A．計(b+d) 238 849 901

B．執行済額 177 779 693

うち交付金充当額 141 622 554

次年度繰越額 0 0 0

執行率（％）(B/A) 74.4% 91.8% 76.9%

予算の状況の説明
・当初の事業計画していた事業内容は実施できており、活動目標については成状況を鑑みて適正であったと考えてい
る。成果目標については、予定していた園児が預かり保育を受けなかったため減少した。
・不用額については、長期休業中における家庭保育（兄弟等が夏休のため）実施による残である。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

保育士の雇用

目　標 1人 1人 雇用

実　績 1人 1人 雇用

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・幼稚園教育の基本を踏まえ、地域の実情により幼稚園預かり保育の強化として保育士を１名雇用した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

預かり保育を利用する幼児数

目　標 15人 7人 15人

実　績 13人 7人 7人

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

・目標値の当初入園予定数は１５人だったが実入園者が９人となり、預かり保育は７名となったため、目標値を下回ることとなった。
・教育課程に係る教育時間終了後において園児総数９名の内、７名の幼児の預かり保育を行い、保護者が安心して仕事ができる環境整
備ができた。



市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・夫婦共働きの保護者が多く、教育課程に係る教育時間以後、幼児の面倒を
見ることが出来ないうえに、当村には学童保育等がない。
・村内在住で保育士免許を有している者が限られており、人材を確保するの
に苦慮する。

・当村の実情より、預かり保育の実施が必要であると考える。そしてその為に
は保育士の雇用も必要であるが、保育経験者等の採用も検討する必要があ
る。

693 693

今後の取り組み方針

・幼稚園教育の基本を踏まえ、地域の実情により幼稚園預かり保育の強化として嘱託保育士を雇用し、教育課程に係る教育時間終了後において、保護者が安心
して仕事ができる環境整備を本事業でこれまで行ってきた。「子供子育て支援新制度」の設立により平成２８年度からは新制度に移行するがこととなるが、今後も
気軽に預かり保育を利用できるよう保護者等に今一度周知するとともに、これまでの取組を活かしながら、安心して子どもを預けることができる体制を再構築して
いく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－

伊是名村

交付対象事業費
693千円

554 139

支出先の選定方法は妥当か。 ○村内在住の保育士免許を有している者を選定し、妥当で
あった。
○予算規模についても賃金だけであり必要最小限の予算と
なっており、妥当であると考える。
○事業目的達成の観点から必要な賃金のみの支出であり、
書類等により確認、適正であった。

0

預かり保育職員
693千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

賃金
693千円

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

預かり保育職員賃金

1名



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-⑥ 学校外学習支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-5-(3)-ｱ

確かな学力を身につける教育の
推進

担当部課名 教育振興課
事業実施

（予定）年度
平成25～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-3-(1)

事業内容
 　高校受験対策の一環として、生徒の学校外での学習を支援することにより、学校の授業でカバーできないきめ細かい学習を支援するため、村
営の学習塾を開設する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　■負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 － 6,323 7,628

(b)予算現額 － 6,863 7,628

(c)増減額(b-a) － 540 0

(d)繰越額 － 0 0

A．計(b+d) － 6,863 7,628

B．執行済額 － 5,585 5,856

うち交付金充当額 － 4,467 4,684

次年度繰越額 － 0 0

執行率（％）(B/A) － 81.4% 76.8%

予算の状況の説明 ・経費の削減と地域雇用者を採用することで家賃の減額ができた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

学習塾の設置及び講師の雇用

目　標 － 3人 実施

実　績 － 3人
学習塾の設置

講師3名

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・学習塾を設置し、講師を３名確保できた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（　年度）

学習塾利用生徒数

目　標 － 65人 62人

実　績 65人 63人

目　標 －

実　績

進
捗
状
況
説
明

講師を３名を確保し、継続して学習塾を設置できた。
主に中学３年生を対象とし、１・２年生も含めた中学生全員を対象に実施。また、３年生は生徒個々の学力に応じたグループ分けを行
い、よりきめ細かい支援を行うことができ、転入生により目標値より増となった。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・中学校は専門教科であるため、一人ですべての教科に対応することは困難
であるため、引き続き複数の講師の確保が必要である。
・毎年、講師の確保が難しく又、入れ替わりがあるため主となる講師の継続
採用が重要である。

・課題として、学力に差が見られることから基礎クラス・一般クラスなど班編制
を随時行い、よりきめ細かな指導を図る。
・講師を確保する事が難しい状況であり、家庭教師等の体験のある大学生を
継続して受け入れるため大学等と連携しながら人材確保に努める必要があ
る。主となる講師については、関係機関との随時情報収集に努める。

今後の取り組み方針

・１年生については火曜日・木曜日、２年生については月曜日・水曜日・金曜日に分け通年実施し、３年生のみ月曜日・水曜日・金曜日の基礎クラス・一般クラスに
分け、希望者については火曜日・木曜日も受入、定着してくる２学期中旬からは全員月曜日～金曜日までの週５日間を計画している。
・高校受験対策として実施してきた成果が、近年の高校合格率で顕著に現れているため、引き続き学習塾を継続していく。
・講師の確保の向けて、大学等に早期から募集案内を送付するとともに、村のホームページ等の活用を行い、より良い人材の確保に努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

5,856 5,856 4,684 1,172 0

伊是名村
5,856千円

報酬
5,086千円

講師報酬
3名分

5,086千円
講師3名雇用

負担金補助
440千円

講師家賃負担金
2名分

440千円
講師の家賃負担

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

事務費
330千円

需用費、使用料等

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○支援員は面接による選考を行っており、妥当である。
○予算規模についても島内における講師を採用したことによ
る家賃負担の減と事務費の削減に取り組んだことによる不
用額以外はほぼ見込みどおり執行できた。
○事業目的達成の観点から必要な支出であり、主に講師の
報酬である。また島外出身の講師のため家賃の一部を助成
し、事務費は塾に必要な経費の支出であり、書類等により確
認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4-① 伊是名村土づくり支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-(7)-ｳ

農林水産物の安全・安心の確立

担当部課名 農林水産課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(6)

事業内容

 　肉用繁殖牛の減少に伴う堆肥の原料不足を補うため、沖縄本島からの堆肥原料購入費用及び輸送費用を助成することにより、安定的な有機
肥料の供給による土づくりの促進及び農作物の生産性の向上を目指す。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,197 16,793 16,807

(b)予算現額 6,197 14,112 16,827

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 2,681 20

(d)前年度繰越額 － － －

A．計(b+d) 6,197 14,112 16,827

B．執行済額 6,195 14,112 16,827

うち交付金充当額 4,956 11,289 13,461

次年度繰越額 0 0 0

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0%

予算の状況の説明
・当初計画は半熟堆肥を予定していたが、輸送時の悪臭による苦情等が懸念されるため完熟堆肥の導入に変更して実
施した。しかしながら事業内容につては十分執行されており、適正であると認められる。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

農家補助用堆肥の確保

目　標 1,000t 1,000t 確保

実　績 1,000t 2,000t 確保

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・宜野座堆肥ｾﾝﾀｰから堆肥原料（完熟品）を導入したことにより、散布面積約22.8ｈa分を確保することができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
24年度 25年度 26年度

目標値
（33年度）

堆肥導入数量

目　標 0 1,000t 1,000t 2.000t 10,000t

実　績 1,000t 2,000t 1.027t

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

当初、台船で中間品の堆肥を導入する予定であったが、台船の確保が難しい状況が生じたため村有フェリーでの輸送となった。フェリー
による輸送については、一般客に対する悪臭及び、汚損による苦情が懸念されるため単価が割高となる完熟堆肥の導入を余儀なくされ
たことで、予定数量を下回る1,027ｔの導入にとどまった。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　台船確保が困難となり、フェリーでの輸送を余儀なくされた。フェリーでの輸
送についてはフレキシブルコンテナバックを使用し、乗客への悪臭及び、汚
損による苦情を考慮し、臭いの少ない完熟堆肥を導入する必要がある。

 　ほ場内に堆肥を導入する時期は、夏植え前の６月から８月、春植え前の２
月から４月に集中する。そこで夏植えのほ場内まで堆肥が行き渡るように、
運搬日数を短縮する為に早めに台船の確保をし、年内までに導入するよう努
める。また、堆肥はマニュアスプレッダによる散布であるが、村内に２台しか
なく、さらに老朽化しているため故障も絶えない状況である。全ほ場内に散布
するには相当日数を要するため、新たな散布機械（マニュアスプレッダ等）を
導入し、効率化を図ることを検討する。

今後の取り組み方針

 　導入した堆肥施肥については、ほ場における適期が重なることから、今後散布機械の導入を検討し作業の効率化を図っていきたい。また、今年度は早急に堆
肥原料を導入し、夏植え、春植えほ場及び株出しほ場を中心に３月までに散布できるよう努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

16,827 16,827 13,461 3,366 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○見積もり徴収後、精査のうえ選定しており、妥当と考える。
○予算規模は必要量と供給量との比較により妥当である。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であったと考える。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

伊是名村

16,827千円

補助金
16,827千円

伊是名村さとうきび糖業振興会
16,827千円

堆肥原料購入費に係る補助及び
堆肥輸送運搬に係る経費の補助

伊是名村

16,827千円

補助金
16,827千円

伊是名村さとうきび糖業振興会
16,827千円

堆肥原料購入費に係る補助及び
堆肥輸送運搬に係る経費の補助

伊是名村

16,827千円

補助金
16,827千円

伊是名村さとうきび糖業振興会
16,827千円

堆肥原料購入費に係る補助及び
堆肥輸送運搬に係る経費の補助

伊是名村

16,827千円

補助金
16,827千円

伊是名村さとうきび糖業振興会
16,827千円

堆肥原料購入費に係る補助及び
堆肥輸送運搬に係る経費の補助



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4-② 伊是名村優良繁殖雌牛導入促進事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-(7)-エ

農林漁業の担い手の育成・確保
及び経営安定対策等の強化

担当部課名 農林水産課
事業実施

（予定）年度
平成25～29年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(6)

事業内容

 　本村における畜産業の振興を図るため、計画的に優良繁殖雌牛を導入する肉用牛繁殖農家等に対し、導入費用の一部を助成することによ
り、肉用牛の飼育頭数増加と農家経営の安定化に向けた取組を推進する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 10,800 22,500

(b)予算現額 10,800 16,920

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 5,580

(d)前年度繰越額 － －

A．計(b+d) 10,800 16,920

B．執行済額 10,800 16,920

うち交付金充当額 8,640 13,536

次年度繰越額 0 0

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0%

予算の状況の説明 ・既存畜産農家の諸事情によって、12頭分が減となり、5,580千円の不用額が生じた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度 27年度 28年度

・優良繁殖雌牛導入

目　標 30頭 導入

実　績 30頭 導入

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・新規参入の畜産農家が３農家おり、優良な繁殖牛の導入及び村内飼養頭数の増加が図られ、担い手の確保及び畜産業の
振興に寄与した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
25年度 26年度 27年度

目標値
（29年度）

・優良繁殖雌牛導入頭数

目　標 0 30頭 50頭 150頭

実　績 30頭 38頭

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

・既存畜産農家の諸事情により導入を辞退したことで、目標導入頭数には達しなかったが、新規参入の畜産農家及び優良繁殖雌牛を導
入したことで、担い手の確保及び畜産業の振興に寄与した。次年度以降も継続して計画的に実施する。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

 　概ね計画どおりの優良繁殖雌牛を導入したが、目的は導入した牛が計画
的に種付けされ繁殖し、飼養頭数が増加していくことで、衰退している零細農
家の経営安定化を図ることは基より、昨今の繁殖牛の減少に伴う堆肥原料
不足を補うためでもある。
　畜産業振興については、新規就農者の育成にも取り組まなくてはならない
ため、新規参入しやすいよう導入に係る助成額について購入費用9割・上限
450千円を維持できないか検討する。

 　全国的な子牛の供給不足等により、優良繁殖雌牛の価格が高騰している
状況にある。市場の動向により子牛価格も変動することから、農家への助成
金上限額も市場に合わせて変更する必要があると考える。
 　また、当事業で衰退している零細農家の経営安定化を図ることは基より、
新規農家の受け皿の確保、担い手農家の確保等、当事業と併せて、本村畜
産業振興のため牛舎建設または再整備を検討する。
　また、新規就農予定者については参入しやすいよう現状の助成基準を当面
は維持することで担い手の確保・効率の更なる向上が期待できるのではない
かと考える。

今後の取り組み方針

　農家助成額を50％に設定して助成し、２０頭の優良繁殖雌牛を導入する予定である。しかしながら、新規就農予定者については、これまで同様の助成基準で実
施できないか引き続き検討し、本村畜産業の振興につなげていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

3,384 4,298

【畜 産 農 家】
【家畜市場】

農家自ら購入
補 助 金

16,920千円

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

21,218 16,920 13,536

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○村内放送を利用し、購入希望農家を募集したため妥当だ
と考える。
○聞き取り調査による事業内容により適正であると考える。
○繁殖牛価格高騰、及び、畜産経営への新規参入の容易さ
から考慮して負担割合を決定しており、妥当だと考える。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○

既存農家1戸、新規農家3戸
優良繁殖雌牛 【38頭】 購入

1頭当助成金上限額 【450千円】

補助金 13,536千円
農家負担金 4,298千円

優良繁殖雌牛購入費用
17,834千円

伊是名村

補助金
16,920千円

優良繁殖雌牛購入費用に対し９割の助成
助成金の上限額 ４５０千円

伊是名村

補助金
16,920千円

優良繁殖雌牛購入費用に対し９割の助成
助成金の上限額 ４５０千円
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( ) ( ) ( ) ( ) ( )
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市町村名 伊是名村

平成２６年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

5 環境に優しいリサイクル事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章　１　（２）　イ

適正処理の推進

担当部課名 建設環境課
事業実施

（予定）年度
平成26年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１０

事業内容

本村で大量に出る段ボールごみの資源化を行うための段ボール破砕機を導入し、ごみの処分量の減量化、環境に優しい循環型社会の形成を
図る。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 9,931

(b)予算現額 9,968

(c)増減額(b-a) 37

(d)繰越額 0

A．計(b+d) 9,968

B．執行済額 9,968

うち交付金充当額 7,974

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 100%

予算の状況の説明 ・段ボールの資源化を行うための破砕機の導入であり、当初計画していた事業内容は予定通り実施した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H26活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

段ボール破砕機の導入

目　標 導入

実　績 導入

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・段ボール破砕機の導入により、大量に出る段ボールごみの資源化に向けた適正な処理が図られた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H26成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（　年度）

段ボール破砕機の導入

目　標 1台 1台

実　績 1台

段ボール処理量

目　標 4,000ｋｇ 4,000ｋｇ

実　績 1,520ｋｇ

進
捗
状
況
説
明

本村では、週１日資源化物等の収集を行っている。これまで段ボール処理については、小型で処理能力が十分ではなかったため１日以
上かかって破砕処理していたが、今回の段ボール破砕機の導入により２時間程度で処理できるようになった。しかし、機種選定等に時間
を要し、導入時期が年度後半となったため、処理量については目標を下回った。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・段ボール破砕機の導入により作業効率が格段に良くなり、他のリサイクル
品（缶やペットボトル）の処理作業への時間配分が増えたことにより、リサイ
クル製品の品質向上にもつながっている。

・現在段ボールのみを破砕処理しているが、処理能力の向上により処理時間
短縮が図られたため、今後は現在焼却処理している紙類全般に活用するこ
とにより、更なるごみの減量化が図れないか検討する必要がある。

今後の取り組み方針

・今後は段ボール破砕機の活用方法を検討し、現在焼却処理をしている紙類等の資源化に取り組むことにより、ごみ減量化を図り、環境に優しい循環型社会の
形成に努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

9,968 9,968 7,974 1,994 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○ダンボール破砕機については、指名競争入札により企
業、実績等を勘案のうえ選定しており、妥当であったと考え
る。
○不用額もなく、適正な予算規模であったと考える。
○費目・使途については、精算段階で検査を実施しており、
目的に即し、必要なものであると判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

伊是名村

交付対象事業

費

9,968千円

備品購入費

9,968千円

(株) エマオ

9,968千円

・段ボール破砕機の導入

段ボール破砕機購入費


